
 
 
第 9 条関係 

 

２ 支援内容 
■公園での活動提案 （自由記述）*２ 

(1) タイトル 公園を地域住民の Third Place に！持続可能な公園運営を実現 

 

(2) 内容 

・公園へのセブン-イレブンの出店と合わせ、公園の一部に交流施設を整備する事で地域住

民の『集いの場』を提供する。 

・地域に活用していただく交流施設は、地域主体で運営していただき、弊社はセブン-イレ

ブン店舗の区画の使用料を市に納めると共に、公園運営のために資金を継続して地域に寄

付することで持続的な公園運営を目指す。 

・公園での地域活動を継続して行うことで、公園の魅力向上、地域コミュニティの活性化、

公園に係る関係人口の増加による担い手の発掘等を目指す。 

・「サポート団体（＝民間企業）」、「公園運営委員会（＝地域住民）」、「京都市」、の三者とも

無理の無い、持続可能な運営体制を構築し、地域に愛される公園、店舗を実現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Park-UP 事業活用ガイドラインより 

(3) 取組にあたって 

・地域のニーズ、弊社の意向、京都市の連携により、提案内容が実現出来るか検討致しま

す。（コスト、収益を含め、持続可能な制度構築に繋がるか実施前に協議等を行い進め

ていく） 

 

■Park-UP 施設の整備の可能性 

（フェーズ３の連携） 

□あり □なし 

■その他添付するもの 

（１）誓約書（別に定める様式） 京都市と地方創生包括連携協定締結済（H30.3.15） 

（２）事業内容が分かるパンフレット等（ある場合） 

□ 暴力団員等でないことを確認するため、代表者・役員リストを他の行政機関に提供すること

に同意します。（同意する場合は□にチェック） 

 
 
 

 


